
長久手市文化交流拠点
の構想づくりに向けた
ワークショップ

７月１２日（土）の午後、長久手市中央図書館で、より魅力的な、文化の家・中央図書館・桧ケ根公園エリアについて考える場としてワーク
ショップを開催しました。当日はお子さんも含め、総勢２４名にご参加いただき、とても活発なワークショップとなりました！

　第１回では、“この場所で過ごすとっておきの時間を語ろう！”をテーマに、文化の家・中央図書館・桧ケ根公園を含むエリアに来た時に嬉しかったこと、印象に残ったシーン、特に好き
な場所などについて、語り合いました。グループワーク後には、グループごとに発表し、全体で共有しました。

　各グループの発表後、吉村先生（日本福祉大学教授）から、総括をいただきました。 【発行】
長久手市都市計画課
【TEL】
0561-56-0622
【E-mai】
keikaku@nagaku
te.aichi.jp

●文化の家
・ジブリの上映が楽しめた
・アートフェスティバルがある
・イベント発表会が楽しい
●中央図書館
・読み聞かせが楽しい

“より魅力的な、文化の家・中央図書館・桧ケ根公園エリアについて考えてみませんか？”　

NEWS　LETTER DAY1テーマ　：　この場所で過ごす”とっておきの時間“を語ろう！

●桧ケ根公園・香流川
・遊具が楽しい
・風が気持ちいい場所
・魚とりができる
●エリア全体
・花火がきれい

グループA

１．オープニング

２．グループワーク

３．まとめ

●文化の家
・県芸のオペラがすごい！
・ベンチで語り合う時間
・コンサート＆ビールタイム
●桧ケ根公園・香流川
・散歩が好き

●中央図書館
・カフェで食事するとき
・おはなし会で子どもの笑顔が
 みれるとき
●エリア全体
・景観がきれい

●文化の家
・フリーマーケット（作家さ　
　ん）の品を楽しむ
・横の坂道をランニング

●桧ケ根公園・香流川
・桜並木がステキ
・ランニングコースによい
●図書館
・こどもや孫と利用
・ギャラリーで展示会
●エリア全体
・歩道橋からの景色がｷﾚｲ

　長久手市の担当者より、本エリアが都市計画上「文化交流拠点」として位置づけられていると説
明しました。さらに、各施設がより連携を図ることで、さらに魅力向上を目指すことが出来るポテンシャ
ルのあるエリアであることが示され、ワークショップを通じ、「文化交流拠点」の概念について、ともに検
討していきたい想いについて説明しました。

　ワークショップでいろいろな人と出会うことで、「こんなことやってみたい！」という思いがうまれていくというところ
が面白いと感じています。
　まちのなかで、「こんなことができそう」という妄想をもっと広げてみると、自然体かつ日常に溶け込んだ面白
いこと・できそうなことは実はたくさんあると思います。
 本日皆さんから出していただいた思いを次回はもう一歩先に、一緒に高めていけることを期待しています。

●文化の家
・アートフェスティバル大好き
・イベント発表会が楽しい
・車が無い時の駐車場は
 犬が喜ぶ

●桧ケ根公園・香流川
・バスケットボール最高
・香流川の桜並木
●エリア全体
・ゆったりすごせる
・歩道橋からの御嶽山など
 の風景がキレイ
・遊歩道の並木がキレイ

グループB

グループC グループD

図書館・桧ケ根公園は夏、香流川は
春、文化の家は秋に楽しめる場所！
家族で集まれる場所になるといいな

一人でも、犬の散歩でも、お年寄りも、若者も
来れる場所！いろいろなところに繋がっていくハ
ブの地域。この強みを活かせるといいな。

高台で自然も多く、景観がよい！自由に飲食ができて楽し
める場になるともっと魅力的になる！エリア全体で木陰があ
るスペースを設ければ、自然と交流が生まれるのでは。

遊び、景色から場所によって異なる魅力がある。学
びという面でも得るところがあるエリア！イベントや学
びをエリア一体となって何かできるといいな！


